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漿を0．1　ml（通常法）と0．02　m1（微量法）を使用

した場合における測定値の相関係数は0．98を示し

た．使用血漿を0．02m1とした場合の再現性は，

intra－assayでの変動係数（平均）8．05％，　inter－

assayでの変動係数は低濃度で16．1％，高濃度で

は8．96％であった．被検血漿を減少せしめた場合

の1つとして，マウスの血漿Aldosterone量を測

定した．すなわちマウスをエーテル麻酔下で眼窩

静脈叢より0．1m1採血し，　Radioimmunoassayを

行った．10分間隔で採血するとAldosterone値は

経時的に増加した．24時間間隔での採血ではほぼ

一定値を得た．1％食塩水を飲料水として5日間

投与した食塩負荷マウスのAldosterone値は対照

に比し低値を示し，またACTH（mg／kg）投与で

の血漿Aldosterone値の上昇は軽度であった．よ

ってこの測定系では少量の被検血漿を用いて同一

のkitで多数の検体が測定可能である．
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れた．同一kitを用いて3濃度血清を15回測定し

たバラッキ，また異なる10回の測定では比較的バ

ラッキは少ないといえる．Insulin低値の3血清

に標準Insultinを加えて回収率を求めると113％

～95％であった．Insulin高値の2血清を用いての

dilutionでは，15μU／m1～80μU／mlの間では直

線的になるが，それ以外は直線からはずれる傾向

を認めた．二抗体法との比較では15μU／ml以下

の場合と80μU／ml以上の高値で二抗体法が高値

となった．全体の相関ではγ一〇．93であった．患

者血清に抗Insulin抗体がある場合，測定感度以

下となり測定不能であった．以上のことより本kit

は室温で短時間測定が可能と思われたが15μU／ml

以下と80μU／m1以上で二抗体法に比較し低値と

なる．これは短時間の影響か，本kitの特性であ

るか今後さらに検討していきたい．

48．RIAキットによるミオグロビンの定量

47．PEG法によるインシュリンの短時間測定法
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　今回われわれはInsulin　PEG　kitを用いて短時

間測定法を検討した．stanard　curveにおける時間

の検討ではlst　incubationの場合，時間が短かく

なるにつれてB％は上昇するが曲線はゆるやかと

なる傾向を認めた．4°Cでは3時間以上，25℃で

は1時間以上で原法の4°C6時間incubationと同

様の曲線を得た．2nd　incubationの場合，時間が

短かくなるにつれてB％は低下する傾向があり，

4°Cでは10時間以上，25°Cでは3時間以上で，

原法の4°Cl8時間の曲線に近い値を得た．以後

1st　incubation　25°C　1時間，2nd　incubation　25。C

3時間で行った．PEG量の検討ではPEGを増量

するとB％は全体に上昇するが特に良いstandard

curveは得られず，原法のfinal・16％で良いと思わ
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　ミオグロビン測定用試薬は米国Nuclear　Medi－

cal　System（NMS）およびフランスCISを用いた．

両者の比較では，ともに使用法が簡単で短時間内

に処理が可能（2時間以内），また，高ミオグロビ

ン濃度の血清および尿の希釈試験もよい結果をえ

た．測定感度は5％fallでNMS　7　ng／ml，　CIS　6

ng／m1，また，　CLSキットによる測定値はNMS

にくらべて低かった．
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